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1．はじめに

本稿では、東京外国語大学で運営されているLingDy

プロジェクトの元で2008年から2010年度に活動された

言語ドキュメンテーションの成果報告の一部である。

はじめに、LingDyプロジェクト下の言語ドキュメンテ

ーションを概説し、次に、当該プロジェクトの成果物

として作成された、音声分割用バッチソフトSclipを解

説する。

2．言語ドキュメンテーション

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所で

は、LingDyプロジェクト1が進められ、フィールド言

語学、記述言語学に携わる言語学者を支援するための

活動を積極的に展開している。具体的には、言語資料

の出版、記述言語学者の国際交流、言語ドキュメンテ

ーションで使用されるソフトウェアの勉強会などがあ

る。このプロジェクトが支援する下位プロジェクトと

して、言語ドキュメンテーションに関わる「少数言語

言語資料を計算機を使い記録する、いわゆる言語ドキュメンテーション（Language Documentation）の

活動では、未だに必要とされるソフトウェアまたはシステムが十分ではなく、その作成が期待されてい

る。東京外国語大学アジア・アフリカ文化研究所（AA研）で活動されているLingDyプロジェクトに参

加し、音声分割をバッチ処理として実現するためのソフトウェアを開発した。これにより、コーパス中

にある任意の単位に相当する音声データを、メタデータにある情報から自動的に切り出し・作成するこ

とが可能となった。

Linguists engaged in language documentation have still been hard up for softwares or systems to

support their activities. Under the LingDy Project（Linguistic Dynamics Science Project, Tokyo

University of Foreign Studies）we made a tool to divide sound data into parts of sound according

metadata, which can be used as a batch program.

の言語資料（以下コーパス）のデータベース研究とオン

ライン公開プロジェクト（以下、本プロジェクト）」が、

2008年から2010年度に行われた2。

言語ドキュメンテーションを扱うときに注意すべき

点は、言語学の中で「言語ドキュメンテーション」と

いう活動自体は広く認知され、国際会議も開催されて

はいながら3、時にLinguistic Documentationという用

語が使われることもあり、成熟した確たる分野とはな

っていないとする保守的な評価も可能なことである。

事実、言語ドキュメンテーションを解説する書籍［1］

には、扱う対象自体にまだ多くの論議が残されている

ことが示されている。言語ドキュメンテーションは、

言語学が必要とする情報を広く対象とすることから、

例えば、記号となったもの（e.g. IPA）以前に、音声や

動画像データなども、ドキュメンテーションの対象と

なる。これらの情報を対象としたドキュメンテーショ

ン活動となると、フィールドワークにおける情報収集

活動も含まれることになり、この難しさは想像に難く

ない。

本プロジェクトで扱った言語ドキュメンテーション

103

音声分割バッチ処理ソフトの作成 ─ 言語ドキュメンテーション向けツール─

1  http://lingdy.aacore.jp/jp/. LingDyプロジェクトは文部科
学省特別教育研究経費を受けたもので、その正式名称は
「急速に失われつつある言語多様性に関する国際研究連携
体制の構築」である。

2  本プロジェクトで作られたシステムの報告は［4］にある。
3  http://nflrc.hawaii.edu/icldc/2011/。
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は、網羅的な活動ではない。例えば、音声採録の手法、

マルチメディアデータの入力・整理の手法、言語コミ

ュニティへの情報還元の手法などは扱っていない。本

プロジェクトでは、言語ドキュメンテーションを「計

算機を使い言語資料を記録する手法を言語研究の中で

検討・実践する活動」と捉え、その範囲を、言語学者

がノートに書き留め、まとめた段階の次に取り組まれ

る、計算機に記録を残す作業から、そのデータを利用

する作業までとした。

3．本ソフトを必要とした背景

現在では、無料のものも含めて、数多くの優秀な音

声処理ソフトウェアを使うことができる。例えば、無

料のソフトであるAudacity4は、マルチプラットフォ

ーム、かつ高性能で有名である。また、有料のソフト

であるSony Sound Forge5は、プロユースから個人購

入も可能な価格帯までの高機能を持つものとして有名

である。この様な音声処理ソフトは、波形表示、タイ

ムラインの拡大・縮小、マルチトラック処理、各種の

効果処理を備え、かつては音楽スタジオで職人がカッ

ターを使い実現してきた処理を、PC上で短時間で容易

に実行できるようになっている。とりわけ、波形を表

示した視覚的インタフェースの効果は絶大で、部分音

声の合成作業は、かつては、オペレータの時間記憶と

いうべき音記憶を頼りに、合成のタイミングは取られ

ていたものが、時間軸を視覚的な長さとして把握でき

るようになり、未経験者でも短時間で合成作業を済ま

せることができるようになった。

ところが、言語ドキュメンテーションが必要とする

音声処理は、この様な部分データの合成までの高度な

ものではなく、部分データの抽出が容易にできればよ

い。例えば、採録した音声全体から、言語資料となる

音声部分の抽出、更には、その中にある各発語・発話

の音声部分の抽出ができればよい。言語資料では、記

号（e.g. IPA や自然言語）で記述されたデータが中心に

位置づけられることになるため6、音声データは、それ

ぞれの言語データの単位（e.g. 対話、文、単語、形態

素など）と関連データとして対応付けられる［2］7。

（部分）音声の単位定義には、1）リクエスト時の都

度抽出と、2）音声単位を独立ファイルとして抜き出し

ておく事前抽出方法がある。音声データが大量にある

場合には、制作コストを削減するために、1）を採用し、

結果として得られた部分音声を保存することで、2度

目以降の要求には2）で対応する手法が採られることが

ある。コストを問題としない場合や、音声データ量が

問題とならない場合には、2）の手法を採ることが多い。

この1）と2）の処理法では、共に、時間ロケーションか

ら部分音声をバッチ処理で切り出す機能が求められ

る。

この様な、一括で部分音声を抽出するバッチ機能は、

仕組みは簡単であるが、残念ながら言語学者がよく使

う音声処理ソフトではサポートされていない。例えば、

Sony Sound Forgeでは、部分音声のタイムラインリ

スト（リージョンリスト）を作成・抽出する機能はある

ものの8、それを切り出す機能まではサポートしていな

い。単純な機能であるが故に、現在の高機能の音声処

理ソフトでは、対応していないのかもしれない。難し

い機能ではないことから、必要とした利用者が作れば

よい機能と位置づけられているようである。

ところが、言語ドキュメンテーションを実践する言

語学者が、この様なソフトウェアを自作したり、それ

までの学習時間を取ることは、必ずしも容易ではない。

言語ドキュメンテーションの現場では、関連するソフ

トウェアが数多くあり、その利用法を学習するだけで

も、本来の言語学者としての研究活動に影響を与えて

いるようにも見える9。そこで、本プロジェクトでは、

これを作成し、プロジェクト成果として言語学者に公

開することにした10。

4．音声分割バッチ処理ソフト

4. 1 仕　　様

作成したソフトウェアは、抽出元となる音声ファイ

ルと、抽出される部分音声を指定する時間情報が定義

されたリージョンリストファイルを入力情報とする
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8   Sony Sound Forge 8では、自動的にリージョン名を付け
る機能があり、マウスのみの操作でリージョンリストを
容易に作ることができたが、バージョン9以降、現行の10
まで、なぜかこの機能は削除され、今はキーボードも使
いリージョン名を入力する必要がある。

9  本プロジェクトでも、言語ドキュメンテーション向けの
アプリケーションの講習会や、プログラミング言語の講
習会を開催している。ちなみに、このような状況は、人
文学系の学問の中に計算機を道具として導入する際に見
られる特有の問題である。他の研究領域では、計算機は
当然の道具として導入され、その学習が問題となること
はない。但し、わたくしはこれを人文学系研究者の負の
面とは捉えていない［3］。

10 本ソフトは，サイト
https://sites.google.com/site/lingdytextarchive/で公開さ
れている。

4  http://audacity.sourceforge.net/
5  http://www.sonycreativesoftware.com/soundforgesoftware
6  但し、動画・音声付きコーパスの作成支援ソフトである
ELANでは、動画・音声データ、正しくは、タイムライ
ンをデータの中心に位置づけている。私見では、コーパ
ス共有などの観点から、このアプローチには疑問を持つ。
これについては別稿で扱う。

7   つまり、部分を再合成する機能は不要ということ。



と、指定された部分データを切り出し、指定されたフ

ァイル名で保存する機能を持つ。

リージョンリストには、Sony Sound Forgeが出力

するテキストデータを使用する。但し、これに加えて、

ファイル名の個別指定や、ファイル名の自動作成をサ

ポートした。リージョンリストは、CSV形式であり、

エディタによる手入力も可能である11。時間の指定は、

「時：分：秒」による指定と、「総計秒」の両方で指定

できる。また、秒の単位では、実数による指定も可能

とした。

単一の入力音声ファイルの他、複数の音声ファイル

を入力することにも対応した。

4.2 実　　装

実装では、Javaを使用した。これは、1）サーバ上で

の利用も考えたことと、2）本プロジェクトに参加する

言語学者は、MS Windows, Mac, Linuxと多様な環境

を使用していることが理由としてある。また、MS

Windows環境の利用者には、JVMラッパーソフトであ

るLaunch4J12を使用し、exeファイルも作成・配布した13。

処理対象とする音声ファイルは、WAVE形式のもの

を想定した。理由は、データ形式が単純で扱いやすく、

Javaもサポートをしており、採録されるデータも

WAVE形式であることから、これを採用した。ソース

コードを付録に掲載した。ソースコード中、実質的な

分割処理は、クラスSclipterが担っている。メソッド

spliterは、オプション毎にオーバーロードされ、オプ

ション処理を終えた後にSclipterを呼び出している。

最低限必要な、時間情報の検証はしているが、音声デ

ータそのものの検証まではしていない。

5．さいごに

本プロジェクトで作成した中心的なソフトウェア

は、XMLデータ変換とXMLデータベースである。現

行では、検索結果として表示された言語データに、対

応する音声ファイルのIDが付与され、それをリンクと

している。利用者は、そのリンクを選択すると、音声

データがダウンロードされ、ブラウザーがそれを再生

することになる。ブラウザー上で音声ファイルを扱う

ことは、以前よりも再生ソフトとの連携がスムーズに

なってきたものの、テキストと連携した音声データの

ナビゲーションは、まだ十分にできているとはいえな

い。現行規格の中では、マルチメディア向けのマーク

アップ言語としてSMILが提案されている。但し、

SMILをサポートするソフトは少なく、一般的な使用

環境にはなっていない。現在、W3Cでは、新しいweb

向けのマークアップ言語HTML5の策定作業が進めら

れている。HTML5では、タイムラインの制御をサポ

ートし、マルチメディアとテキストデータとの連携が

柔軟にできるようになっている。今後は、本プロジェ

クトで作成したXML データベースからの検索結果を、

HTML5で表示し、本ソフトで作成された音声データ

と連動するインタフェースを作成する予定である14。
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14 HTML5では、切り出しを必要としない音声データのナビ
ゲーションも可能であるが、ブラウザー側の処理でどれ
だけの実用性があるのかまだ分からない。事前抽出はま
だ有効な手法であろう。

11 実際の作業において、細かな時間単位を修正する際には、
音声処理ソフトを使うことなく、リージョンリスト上で
時間指定を修正し、本ソフトを実行させ、結果の音声デ
ータを再生・確認する作業の方が、効率が良いようであ
る。

12 http://launch4j.sourceforge.net/
13 ネイディブコードへのコンパイラを備えたExcelsiorJET
も試みたが、データ量が増えてしまい、結果として使用
しなかった。
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